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大和証券投資信託委託株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
お問い合わせ先（コールセンター）
ＴＥＬ　０１２０－１０６２１２

（営業日の９：00～17：00）
https://www.daiwa-am.co.jp/

◇TUZ0371720190910◇

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／国内／債券
信 託 期 間 無期限

運 用 方 針 安定した収益の確保および信託財産の着実な成長
をめざして運用を行ないます。

主 要 投 資
対 象

ベビーファンド ダイワ物価連動国債マザーファ
ンドの受益証券

ダイワ物価連動国債
マ ザ ー フ ァ ン ド

わが国の物価連動国債を中心と
する国債

組 入 制 限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率

純 資 産 総 額 の
10％以下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、配
当等収益等を中心に分配します。ただし、分配対
象額が少額の場合には、分配を行なわないことが
あります。

ＤＣダイワ物価連動国債ファンド

運用報告書（全体版）
第14期

（決算日　2019年９月10日）
（作成対象期間　2018年９月11日～2019年９月10日）

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
　当ファンドは、わが国の物価連動国債に投
資し、安定した収益の確保および信託財産の
着実な成長をめざしております。当作成期に
つきましてもそれに沿った運用を行ないまし
た。ここに、運用状況をご報告申し上げま
す。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。
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ＤＣダイワ物価連動国債ファンド

最近5期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 ＮＯＭＵＲＡ物価連動

国債インデックス 公 社 債
組入比率

債 券
先物比率

純 資 産
総 額

（分配落） 税込み
分配金

期 中
騰落率 (ベンチマーク) 期 中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

10期末(2015年９月10日) 12,056 0 △1.9 12,158 △2.1 100.2 － 1,477
11期末(2016年９月12日) 11,625 0 △3.6 11,706 △3.7 99.0 － 1,317
12期末(2017年９月11日) 11,609 0 △0.1 11,654 △0.4 99.2 － 1,372
13期末(2018年９月10日) 11,715 0 0.9 11,827 1.5 99.0 － 1,428
14期末(2019年９月10日) 11,610 0 △0.9 11,785 △0.4 99.1 － 1,500
（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注２）ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックスは、ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックスの原指数をもとに、当ファンド設定日の前営業日を

10,000として大和投資信託が計算したものです。
「ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックス」は、野村證券が公表している指数で、野村證券の知的財産です。わが国の物価連動国債市場全体の
パフォーマンスを表す指標として、当該投資収益指数を当ファンドのベンチマークとして掲載しておりますが、野村證券は、当ファンドの運用
成果等に関し、一切責任を負うものではありません。

（注３）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注４）公社債および債券先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注５）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注６）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
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ＤＣダイワ物価連動国債ファンド

運用経過

基準価額等の推移について

（注）ベンチマークは、期首の基準価額をもとに指数化したものです。

＊分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示す
ものです。
＊分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドもあり
ます）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
＊ベンチマークはＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックスです。

■基準価額・騰落率
期　首：11,715円
期　末：11,610円（分配金0円）
騰落率：△0.9％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
　主としてわが国の物価連動国債に投資した結果、市場が予想する将来の物価上昇率（同程度の残存年
数の固定利付国債と物価連動国債の利回り差）の低下による物価連動国債価格の下落を主因として、基
準価額は下落しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。
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ＤＣダイワ物価連動国債ファンド

年 月 日
基 準 価 額 ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックス 公 社 債

組 入 比 率
債 券
先 物 比 率騰 落 率 (ベンチマーク) 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2018年９月10日 11,715 － 11,827 － 99.0 －

９月末 11,698 △0.1 11,806 △0.2 99.2 －
10月末 11,684 △0.3 11,798 △0.2 99.4 －
11月末 11,708 △0.1 11,836 0.1 98.5 －
12月末 11,622 △0.8 11,756 △0.6 99.4 －

2019年１月末 11,647 △0.6 11,780 △0.4 98.8 －
２月末 11,634 △0.7 11,770 △0.5 98.3 －
３月末 11,663 △0.4 11,797 △0.3 99.7 －
４月末 11,612 △0.9 11,767 △0.5 99.1 －
５月末 11,642 △0.6 11,806 △0.2 99.0 －
６月末 11,681 △0.3 11,850 0.2 99.7 －
７月末 11,656 △0.5 11,825 △0.0 99.5 －
８月末 11,641 △0.6 11,821 △0.1 98.5 －

（期末）2019年９月10日 11,610 △0.9 11,785 △0.4 99.1 －
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ＤＣダイワ物価連動国債ファンド

投資環境について (2018.９.11～2019.９.10)

■国内物価連動国債市況
当作成期を通して、物価連動国債の価格は下落しました。
　欧米の経済指標の下振れや米中貿易摩擦の激化などを背景に世界的な景気減速懸念が高まったことか
ら、金利は低下しました。また、欧米の中央銀行が緩和的な金融政策の方針を示す中で、日銀の追加金
融緩和観測が高まったことも、金利低下要因となりました。あわせて、原油価格の下落や円高を受けて、
市場が予想する将来の物価上昇率は大幅に低下しました。

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
　主として「ダイワ物価連動国債マザーファンド」の受益証券を通じて、わが国の物価連動国債に投資
し、物価連動国債市場全体のパフォーマンスを上回る投資成果をめざして運用を行います。
■ダイワ物価連動国債マザーファンド
　主としてわが国の物価連動国債に投資し、物価連動国債市場全体のパフォーマンスを上回る投資成果
をめざして運用を行います。金利・物価見通しや個別銘柄の割高・割安分析などに基づいてポートフォ
リオを構築します。

ポートフォリオについて (2018.９.11～2019.９.10)

■当ファンド
　主として「ダイワ物価連動国債マザーファンド」の受益証券を通じて、わが国の物価連動国債に投資
し、物価連動国債市場全体のパフォーマンスを上回る投資成果をめざして運用を行いました。
■ダイワ物価連動国債マザーファンド
　主としてわが国の物価連動国債に投資し、物価連動国債市場全体のパフォーマンスを上回る投資成果
をめざして運用を行いました。
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ＤＣダイワ物価連動国債ファンド

ベンチマークとの差異について

　ベンチマーク（ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックス）の騰落率は△0.4％となりました。一方、当
ファンドの基準価額の騰落率は△0.9％となりました。主に信託報酬がマイナス要因となり、ベンチマー
クを下回る運用成績となりました。
　以下のグラフは当ファンドの基準価額とベンチマークとの騰落率の対比です。
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分配金について

　当作成期は、経費控除後の配当等収益が計上できなかったため、収益分配は見送らせていただきました。
　なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（１万口当り）

項 目
当 期

2018年９月11日
～2019年９月10日

当期分配金（税込み） （円） ―

対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―

翌期繰越分配対象額 （円） 1,814
（注１）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以
外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額
です。

（注２）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注３）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。
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ＤＣダイワ物価連動国債ファンド

今後の運用方針
■当ファンド
　主として「ダイワ物価連動国債マザーファンド」の受益証券を通じて、わが国の物価連動国債に投資
し、物価連動国債市場全体のパフォーマンスを上回る投資成果をめざして運用を行います。
■ダイワ物価連動国債マザーファンド
　主としてわが国の物価連動国債に投資し、物価連動国債市場全体のパフォーマンスを上回る投資成果
をめざして運用を行います。金利・物価見通しや個別銘柄の割高・割安分析などに基づいてポートフォ
リオを構築します。
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ＤＣダイワ物価連動国債ファンド

１万口当りの費用の明細

項 目
当期

（2018.９.11～2019.９.10） 項 目 の 概 要
金 額 比 率

信 託 報 酬 50円 0.432％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率

当作成期中の平均基準価額は11,656円です。

（投 信 会 社） （19） （0.162）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、法
定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （26） （0.227）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後
の情報提供等の対価

（受 託 銀 行） （5） （0.043） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ―
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 1 0.005 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） （1） （0.005） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合 計 51 0.437
（注１）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算

出した結果です。
（注２）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注３）各比率は１万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第３位未満を四捨五入してあり

ます。
（注４）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払った金額のう

ち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、各項目の費用は、当該
投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当りの費用の明細」が取得でき
るものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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ＤＣダイワ物価連動国債ファンド

■総経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当り）を乗
じた数で除した総経費率（年率）は0.44％です。

（注１）１万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。

運用管理費用
（投信会社）
0.16％

運用管理費用
（販売会社）
0.23％

運用管理費用
（受託会社）
0.04％

その他費用
0.01％

総経費率
0.44％

参考情報
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ＤＣダイワ物価連動国債ファンド

■組入資産明細表
　親投資信託残高

種 類 期 首 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ物価連動国債マザーファンド 1,173,150 1,237,953 1,499,532
（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2019年９月10日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
ダイワ物価連動国債マザーファンド 1,499,532 99.7
コール・ローン等、その他 4,799 0.3
投資信託財産総額 1,504,331 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2019年９月10日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 1,504,331,896円

コール・ローン等 4,799,178
ダイワ物価連動国債マザーファンド(評価額) 1,499,532,718

(Ｂ) 負債 4,065,567
未払解約金 813,993
未払信託報酬 3,210,568
その他未払費用 41,006

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,500,266,329
元本 1,292,164,162
次期繰越損益金 208,102,167

(Ｄ) 受益権総口数 1,292,164,162口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,610円

＊期首における元本額は1,219,159,563円、当作成期間中における追加設定元本
額は337,720,721円、同解約元本額は264,716,122円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は11,610円です。

■利害関係人との取引状況等

　当作成期中における利害関係人との取引はありませ
ん。

■売買および取引の状況
　親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2018年９月11日から2019年９月10日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

ダイワ物価連動国債
マザーファンド 247,581 300,291 182,778 221,699

（注）単位未満は切捨て。

■損益の状況
当期　自2018年９月11日　至2019年９月10日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △      1,721円

受取利息 171
支払利息 △      1,892

(Ｂ) 有価証券売買損益 △  5,159,301
売買益 858,924
売買損 △  6,018,225

(Ｃ) 信託報酬等 △  6,380,156
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 11,541,178
(Ｅ) 前期繰越損益金 △  9,879,479
(Ｆ) 追加信託差損益金 229,522,824

(配当等相当額) (　211,670,658)
(売買損益相当額) (　 17,852,166)

(Ｇ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 208,102,167
次期繰越損益金(Ｇ) 208,102,167
追加信託差損益金 229,522,824
(配当等相当額) (　211,670,658)
(売買損益相当額) (　 17,852,166)
分配準備積立金 16,521,693
繰越損益金 △ 37,942,350

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注３）収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 0円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0
(ｃ) 収益調整金 217,983,367
(ｄ) 分配準備積立金 16,521,693
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 234,505,060
(ｆ) 分配金 0
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 234,505,060
(ｈ) 受益権総口数 1,292,164,162口
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<補足情報>
　当ファンド（ＤＣダイワ物価連動国債ファンド）が投資対象としている「ダイワ物価連動国債マザーファンド」の
決算日（2019年３月11日）と、当ファンドの決算日が異なっておりますので、当ファンドの決算日（2019年９月
10日）現在におけるダイワ物価連動国債マザーファンドの組入資産の内容等を10ページに併せて掲載いたしました。

■ダイワ物価連動国債マザーファンドの主要な売買銘柄
　公　社　債

（2018年９月11日から2019年９月10日まで）

買 付 売 付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
23 物価連動国債 0.1% 2028/3/10 1,564,240 17 物価連動国債 0.1% 2023/9/10 2,143,369
24 物価連動国債 0.1% 2029/3/10 1,039,866 18 物価連動国債 0.1% 2024/3/10 1,596,371

19 物価連動国債 0.1% 2024/9/10 208,646
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
　下記は、2019年９月10日現在におけるダイワ物価連動国債マザーファンド（8,605,045千口）の内容です。

(1) 国内（邦貨建）公社債（種類別）

区 分
2019年９月10日現在

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 うちＢＢ格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 9,800,000 10,332,368 99.1 － 60.4 38.7 －
（注１）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注２）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注３）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

(2) 国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
2019年９月10日現在

区 分 銘 柄 年 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日
％ 千円 千円

国債証券 17 物価連動国債 0.1000 500,000 533,154 2023/09/10
18 物価連動国債 0.1000 3,300,000 3,503,933 2024/03/10
19 物価連動国債 0.1000 1,000,000 1,036,308 2024/09/10
20 物価連動国債 0.1000 500,000 520,446 2025/03/10
21 物価連動国債 0.1000 300,000 314,116 2026/03/10
22 物価連動国債 0.1000 1,200,000 1,268,681 2027/03/10
23 物価連動国債 0.1000 2,000,000 2,106,666 2028/03/10
24 物価連動国債 0.1000 1,000,000 1,049,062 2029/03/10

合 計 銘 柄 数 8銘柄
金 額 9,800,000 10,332,368

（注）単位未満は切捨て。
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ダイワ物価連動国債マザーファンド

運用報告書　第14期（決算日　2019年３月11日）

（作成対象期間　2018年３月13日～2019年３月11日）

ダイワ物価連動国債マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保および信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 わが国の物価連動国債を中心とする国債
株 式 組 入 制 限 純資産総額の10％以下
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年 月 日 基 準 価 額 ＮＯＭＵＲＡ物価連動
国債インデックス 公 社 債

組入比率
債券先物
比 率騰落率 (参考指数) 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
(期首)2018年３月12日 12,266 － 11,605 － 99.2 －

３月末 12,267 0.0 11,603 △0.0 99.4 －
４月末 12,228 △0.3 11,585 △0.2 99.4 －
５月末 12,226 △0.3 11,582 △0.2 99.4 －
６月末 12,226 △0.3 11,586 △0.2 99.4 －
７月末 12,255 △0.1 11,593 △0.1 99.6 －
８月末 12,192 △0.6 11,525 △0.7 99.1 －
９月末 12,154 △0.9 11,486 △1.0 99.2 －
10月末 12,144 △1.0 11,478 △1.1 99.5 －
11月末 12,173 △0.8 11,515 △0.8 98.6 －
12月末 12,088 △1.5 11,437 △1.4 99.5 －

2019年１月末 12,119 △1.2 11,460 △1.2 98.7 －
２月末 12,109 △1.3 11,451 △1.3 98.3 －

(期末)2019年３月11日 12,122 △1.2 11,462 △1.2 98.9 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックスは、ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債イ

ンデックスの原指数をもとに、当ファンド設定日の前営業日を10,000と
して大和投資信託が計算したものです。
「ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックス」は、野村證券が公表している
指数で、野村證券の知的財産です。わが国の物価連動国債市場全体のパ
フォーマンスを表す指標として、当該投資収益指数を当ファンドの参考指
数として掲載しておりますが、野村證券は、当ファンドの運用成果等に関
し、一切責任を負うものではありません。

（注３）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。
上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。

（注４）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注５）債券先物比率は買建比率－売建比率です。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移

11,900

12,000

12,100

12,200

12,300
（円）

期　首
（2018.３.12）

期　末
（2019.３.11）

基準価額

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：12,266円　期末：12,122円　騰落率：△1.2％
【基準価額の主な変動要因】
　主としてわが国の物価連動国債に投資した結果、市場が予想する将
来の物価上昇率（同程度の残存年数の固定利付国債と物価連動国債の
利回り差）の低下による物価連動国債価格の下落を主因として、基準
価額は下落しました。くわしくは「投資環境について」をご参照くだ
さい。
◆投資環境について
○国内物価連動国債市況
当作成期を通して物価連動国債の価格は下落しました。

　当作成期首より、日銀の長短金利操作付き量的・質的金融緩和政
策を背景に、長期金利はおおむね横ばいでの推移が続きました。
2018年７月末に、日銀は金融緩和継続のための枠組み強化を決定
しましたが、同時に長期金利の変動幅拡大を容認する方針を示した
ことから、長期金利は上昇しました。10月後半以降は、世界的な
景気減速懸念や米国の利上げ観測の後退などを背景に、長期金利は
低下しました。また、原油価格の下落や世界的な景気減速懸念など
を受けて、市場が予想する将来の物価上昇率は大幅に低下しました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
　主としてわが国の物価連動国債に投資し、物価連動国債全体のパ
フォーマンスを上回る投資成果をめざして運用を行います。金利・物
価見通しや個別銘柄の割高・割安分析などに基づいてポートフォリオ
を構築します。
◆ポートフォリオについて
　主として、わが国の物価連動国債に投資し、物価連動国債全体のパ
フォーマンスを上回る投資成果をめざして運用を行いました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設け
ておりません。
　当作成期の当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率は、「当作成
期中の基準価額と市況等の推移」をご参照ください。
　参考指数は国内の物価連動国債市場の動向を表す代表的な指数とし
て掲載しております。

《今後の運用方針》
　主としてわが国の物価連動国債に投資し、物価連動国債全体のパ
フォーマンスを上回る投資成果をめざして運用を行います。金利・物価
見通しや個別銘柄の割高・割安分析などに基づいてポートフォリオを構
築します。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 ―円
有価証券取引税 ―
その他費用 0
（その他） （0）

合　　計 0
（注１）費用の項目および算出法については前掲の「１万口当りの費用の明細」の

項目の概要をご参照ください。
（注２）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

 ■売買および取引の状況
　公　社　債

（2018年３月13日から2019年３月11日まで）
買 付 額 売 付 額

国
内

千円 千円
国債証券 849,545 1,399,667

(        －)
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）(　 )内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注３）単位未満は切捨て。
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■主要な売買銘柄
　公　社　債

（2018年３月13日から2019年３月11日まで）
当 期

買 付 売 付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
23 物価連動国債 0.1% 2028/3/10 635,757 17 物価連動国債 0.1% 2023/9/10 1,399,667
22 物価連動国債 0.1% 2027/3/10 213,788
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
(1) 国内（邦貨建）公社債（種類別）
作 成 期 当 期 末

区 分 額面金額 評 価 額 組入比率
うちＢＢ
格 以 下
組入比率

残存期間別組入比率
５年以上２年以上２年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 10,300,000 10,933,769 98.9 － 36.0 62.9 －
（注１）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注２）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注３）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等より

データを入手しています。

■投資信託財産の構成
2019年３月11日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

公社債 10,933,769 98.9
コール・ローン等、その他 125,363 1.1
投資信託財産総額 11,059,132 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■損益の状況
当期　自2018年３月13日　至2019年３月11日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 11,027,481円

受取利息 11,113,919
支払利息 △       86,438

(Ｂ) 有価証券売買損益 △  150,239,388
売買益 189,000
売買損 △  150,428,388

(Ｃ) その他費用 △       11,845
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  139,223,752
(Ｅ) 前期繰越損益金 2,165,417,265
(Ｆ) 解約差損益金 △  301,040,763
(Ｇ) 追加信託差損益金 210,196,105
(Ｈ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 1,935,348,855

次期繰越損益金(Ｈ) 1,935,348,855
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2019年３月11日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 11,059,132,907円

コール・ローン等 125,334,120
公社債(評価額) 10,933,769,734
未収利息 29,053

(Ｂ) 負債 2,322,991
未払解約金 2,322,922
その他未払費用 69

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 11,056,809,916
元本 9,121,461,061
次期繰越損益金 1,935,348,855

(Ｄ) 受益権総口数 9,121,461,061口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,122円

＊期首における元本額は9,557,373,096円、当作成期間中における追加設定元本
額は950,851,740円、同解約元本額は1,386,763,775円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、日本物
価連動国債ファンド7,924,674,758円、ＤＣダイワ物価連動国債ファンド
1,196,786,303円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は12,122円です。

(2) 国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
当 期 末

区 分 銘 柄 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日
％ 千円 千円

国債証券 17 物価連動国債 0.1000 1,700,000 1,822,655 2023/09/10
18 物価連動国債 0.1000 4,800,000 5,129,280 2024/03/10
19 物価連動国債 0.1000 1,200,000 1,250,832 2024/09/10
20 物価連動国債 0.1000 500,000 522,970 2025/03/10
21 物価連動国債 0.1000 300,000 314,542 2026/03/10
22 物価連動国債 0.1000 1,200,000 1,265,492 2027/03/10
23 物価連動国債 0.1000 600,000 627,997 2028/03/10

合計 銘柄数 ７銘柄
金 額 10,300,000 10,933,769

（注）単位未満は切捨て。
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